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「
Ｖ

ｉ

Ｖ
ａ�
Ｊ

Ｉ

Ｖ

Ａ

フ
ェ
ス
タ

ｉ
ｎ
Ｅ
Ｎ

Ａ
２
０
０

９
」で
は
、

発
明
王
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ひ
ら
め
い
た
光
る

ア
イ
デ
ア
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

優
秀
者
に
は
、
豪
華
賞
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

□
応
募
要
項　

▽
部
門
＝
環
境
・

エ
コ
部
門
、
ノ
ン
ジ
ャ
ン
ル
部
門

▽
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
学
在
勤

の
小
中
高
校
生
・
一
般
の
方　

▽

規
定
＝
写
真
や
設
計
図
、
文
字
、

物
な
ど
、
ど
ん
な
形
態
で
も
結
構

で
す
。

□
締
め
切
り　

９
月　

日�
１０

□
賞
品　

グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
や
準

グ
ラ
ン
プ
リ
の
各
賞
に
、
ニ
ン
テ

ン
ド
ー
Ｄ
Ｓ
ｉ
、
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
な
ど

　
　
　
　

恵
那
産
業
博
覧
会
実
行

委
員
会
（
恵
那
商
工
会
議
所
内
）

�
２
６
―
１
２
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w
.enac

ci.or.jp

　：問い合わせ　　：申し込み問 申

申
・
問

　

３
日
間
の
ヨ
ガ
体
験
。
基
本
的

な
ポ
ー
ズ
を
中
心
に「
心
」と「
体
」

を
整
え
て
い
き
ま
す
。

□
と
き　
　

月
１
日�
午
後
１
時

１０

半
―
４
時
、
８
日�
午
後
１
時
半

―
３
時
半
、　

日�
午
後
１
時
半

１５

―
３
時
半
（
３
日
間
通
し
で
参
加

で
き
る
方
に
限
る
）

□
と
こ
ろ　

ま
き
が
ね
公
園
体
育

館□
定
員　
　

人
５０

□
参
加
費　

無
料

□
締
め
切
り　

９
月　

日�
（
必

１８

着
）

□
対
象　

県
内
在
住
の
方

□
申
込
方
法　
「
岐
阜
県
健
康
づ

く
り
講
座
（
恵
那
市
会
場
希
望
）」

と
明
記
の
上
、
①
郵
便
番
号
②
住

所
③
氏
名
④
年
齢
⑤
性
別
⑥
電
話

番
号
⑦
ヨ
ガ
経
験
の
有
無
―
を
明

記
の
上
、
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込

む
。

　
　
　
　

〒
５
０
０
―
８
３
８
４

岐
阜
市
薮
田
南
５
―
１
４
―
１
２

�
県
健
康
長
寿
財
団　

健
康
・
い

き
が
い
推
進
課�
０
５
８
―
２
７

３
―
１
４
５
６�
０
５
８
―
２
６

８
―
６
０
１
５�

kec@
kenkoug

ifu.or.jp

日�
に
長
良
川
国
際
会
議
場
で
開

催
さ
れ
る
「
人
権
啓
発
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル　

ハ
ー
ト
フ
ル
・
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
９
ぎ
ふ
」
の
会
場
に

掲
示
し
ま
す
。

□
応
募
方
法　

封
書
か
フ
ァ
ク
ス

□
締
め
切
り　

８
月　

日�
３１

※
原
稿
は
、
返
却
で
き
ま
せ
ん

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
総
務
課
行
政
係
（
内

線
３
０
７
）�
２
５
―
６
１
５
０

　

専
門
家
の
講
義
や
実
習
に
よ

り
、
子
育
て
に
関
す
る
基
礎
知
識

が
楽
し
く
学
べ
る
研
修
会
で
す
。

□
と
き　

９
月　

日�
―　

月　

２４

１０

２６

日�□
と
こ
ろ　

羽
島
市
文
化
セ
ン

タ
ー
、
揖
斐
総
合
庁
舎
、
下
呂
総

合
庁
舎
（
各
会
場
４
日
間
）

□
対
象　

子
育
て
に
関
心
の
あ
る

方
、
県
子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
に
な

り
た
い
方

□
受
講
料　

無
料

□
定
員　

各
会
場 
１
０
０
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

□
締
め
切
り　

８
月　

日�
 

３１

　
　

ぎ
ふ
子
育
て
応
援
ス
テ
ー

シ
ョ
ン�
０
５
８
―
２
１
３
―
５

８
５
７
、
県
庁
少
子
化
対
策
課�

　

陶
芸
教
室
で
マ
イ
カ
ッ
プ
作
り

に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
と
き　

９
月　

日�
午
前
９
時

１２

―
正
午

□
と
こ
ろ　

岩
村
公
民
館
陶
芸
室

□
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

２０

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

□
材
料
費　

８
０
０
円

□
持
ち
物　

汚
れ
て
も
よ
い
服
・

エ
プ
ロ
ン
な
ど

□
締
め
切
り　

８
月　

日�
２０

※
受
け
付
け
開
始
は
８
月　

日�
１０

　
　
　
　

岩
村
公
民
館�
４
３
―

３
７
２
２

　

現
在
、
増
加
傾
向
の
う
つ
病
。

当
事
者
の
家
族
が
、
治
療
や
支
援

方
法
の
正
し
い
知
識
を
得
る
た
め

の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
講
師　

大
湫
病
院　

大
藤
昌
宏

副
院
長

□
と
き　

▽
第
１
回
＝
８
月　

日
２７

�
午
後
１
時
半
―
３
時
半　

▽
第

２
回
＝　

月
１
日�
午
後
１
時
半

１０

―
３
時
半

□
と
こ
ろ　

恵
那
総
合
庁
舎
南
棟

会
議
室

□
内
容　

▽
第
１
回
＝
講
話
「
う

つ
病
、
家
族
は
上
手
に
付
き
合
っ

て
ま
す
か
？
」　

▽
第
２
回
＝
医

師
と
家
族
と
保
健
師
と
の
相
談
交

流
会
「
日
々
の
思
い
や
疑
問
に
つ

い
て
『
話
す
・
聞
く
』
こ
と
で
う

つ
病
を
学
ぼ
う
」

□
対
象　

恵
那
・
中
津
川
市
在
住

の
う
つ
病
当
事
者
を
支
え
る
家
族

□
参
加
費　

無
料

□
締
め
切
り　

８
月　

日�
２１

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　
　
　
　

恵
那
保
健
所
健
康
増
進

課�
２
６
―
１
１
１
１
（
内
線
２

６
２
）

　

日
々
の
生
活
の
中
で
、
ほ
ん
の

少
し
相
手
の
こ
と
を
思
っ
て
掛
け

た
言
葉
や
行
動
が
、
励
ま
し
に

な
っ
た
り
、
周
り
の
空
気
が
和
ん

だ
り
、
温
か
く
な
っ
た
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
そ
ん
な

経
験
を
、「
ち
ょ
っ
と
い
い
話
」
と

し
て
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
「
ち
ょ
っ
と

い
い
話
」
は
、
９
月　

日�
と　

１９

２０

子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー 

（
入
門
コ
ー
ス
）
の
受
講
者

「
ち
ょ
っ
と
い
い
話
」
を

教
え
て
く
だ
さ
い

申
・
問

問 申
・
問

募
集

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
マ
イ
カ
ッ
プ

を
作
っ
て
み
ま
専
科

申
・
問

う
つ
病
を
学
ぶ
家
族
教
室

Ｖ
ｉ
Ｖ
ａ�
Ｊ
Ｉ
Ｖ
Ａ
フ
ェ
ス
タ

発
明
王
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

県
健
康
づ
く
り
講
座

申
・
問
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恵
那
商
工
会
議
所　

中

小
企
業
相
談
所�
２
６
―
１
２
１

１
　

県
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
で

は
、
知
的
障
が
い
が
あ
る
方
の
療

育
手
帳
の
交
付
や
、
更
新
な
ど
の

た
め
の
診
断
や
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

は
、
８
月　

日�
ま
で
に
申
し
込

１３

み
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
前　

時

２０

１０

―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

岩
村
振
興
事
務
所
２

階
会
議
室

□
対
象　
　

歳
以
上
の
知
的
障
が

１８

い
者
の
方

□
費
用　

無
料

□
持
ち
物　

印
鑑
、
療
育
手
帳

（
交
付
済
み
の
方
）

　
　
　
　

社
会
福
祉
課
（
内
線
１

３
４
）

　

失
業
や
経
営
不
振
、
病
気
療
養

な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
を
納
期
限

ま
で
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
は
、
実
情
に
応
じ
た
納
付
方

　

近
年
、
若
い
世
代
で
の
が
ん
や

脳
血
管
疾
患
（
脳 
梗  
塞 
な
ど
）、
心

こ
う 
そ
く

疾
患
（
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
な
ど
）

が
増
加
傾
向
で
す
。
昨
年
度
、
市

の　

歳
以
下
の
死
因
１
位
は
が
ん

６４
で
、
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
が

ん
は
、
早
期
発
見
が
重
要
で
す
。

　

市
で
は
、
５
年
に
一
度
、
自
分

の
体
を
総
点
検
し
て
い
た
だ
く
機

会
と
し
て
、「
節
目
健
診
」
を
実
施

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
病
気
の
早
期

発
見
を
目
的
と
し
た
健
診
。
こ
の

機
会
に
自
分
の
体
を
、
し
っ
か
り

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

□
対
象　
　

歳
、　

歳
、　

歳
、

４０

４５

５０

　

歳
、　

歳
（
平
成　

年
４
月
１

５５

６０

２１

日
時
点
の
年
齢
）

※
対
象
の
方
に
は
案
内
文
を
送
付

し
ま
す

□
検
診
内
容　

▽
が
ん
検
診
＝
胃

が
ん
、
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
乳

が
ん（
女
性
の
み
）　

▽
一
般
検
査

＝
問
診
、
身
体
測
定
、
腹
囲
測
定
、

尿
検
査
、
血
液
検
査
（
肝
機
能
・

腎
機
能
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
1
c
・

脂
質
・
尿
酸
）、
貧
血
、
心
電
図
、

案
内

 
頚  
部 
エ
コ
ー

け
い 
ぶ

□
実
施
時
期　

９
月
―　

月
１２

□
実
施
機
関　

市
立
恵
那
病
院�

２
６
―
２
１
２
１
、
国
保
上
矢
作

病
院�
４
７
―
２
２
１
１

※
受
け
付
け
は
８
月
３
日�
か
ら

で
す
。
直
接
、
医
療
機
関
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い

　
　

健
康
推
進
課（
内
線
２
２
１
）

　

助
成
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
会

社
に
お
金
を
残
す
方
法
に
つ
い

て
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
後
７
時

１１

□
と
こ
ろ　

恵
那
商
工
会
議
所
３

階
会
議
室

□
講
師　
�
エ
フ
ア
ン
ド
エ
ム　

総
務
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
部

部
長　

河
合
幹
雄
氏

□
参
加
費　

▽
会
員
＝
無
料　

▽

非
会
員
＝
３
０
０
０
円

□
定
員　
　

人
３０

経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

５
年
ご
と
の
「
節
目
健
診
」

を
実
施

申
・
問

問

法
な
ど
を
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
納
付
通
知
書
か
督
促
状

と
、
認
印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

８
月　

日�
、　

日�

２２

２３

午
前
９
時
―
午
後
５
時

□
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
課
窓
口

　
　

市
民
課
保
険
係
（
内
線
１
４

７
、
１
４
８
）

　

市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の

方
々
が
一
堂
に
集
い
、
子
ど
も
た

ち
を
健
や
か
に
育
む
「
恵
那
市
の

教
育
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

前
半
は
、
４
つ
の
テ
ー
マ
別
分

科
会
に
分
か
れ
て
、
活
動
発
表
や

意
見
交
流
。
後
半
は
、
大
ホ
ー
ル

で
、
子
育
て
･
親
育
ち
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
後
１
時

２３

半
―
４
時　

分
５０

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
ほ
か

□
第
１
分
科
会　

▽
内
容
＝
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
と
青
少
年
育
成
活
動　

▽

発
表
＝
大
井
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
岩

村
青
少
年
育
成
会
議
、
東
野
青
少

年
育
成
会
議

□
第
２
分
科
会　

▽
内
容
＝
佐
藤

一
斎
と
教
育　

▽
講
師
＝
土
岐
市

立
西
陵
中
学
校　

桐
井
雅
康
校
長

□
第
３
分
科
会　

▽
内
容
＝
発
達

障
が
い
を
も
つ
子
ど
も
の
指
導　

▽
講
師
＝
大
湫
病
院
精
神
科　

関

正
樹
医
師

□
第
４
分
科
会　

▽
内
容
＝
学
校

評
価
を
生
か
し
た
学
校
経
営　

▽

発
表
＝
明
智
小
学
校
、
明
智
中
学

校□
子
育
て
・
親
育
ち
講
演
会　

▽

演
題
＝
大
人
た
ち
よ
、
子
ど
も
に

今
こ
そ
語
ろ
う　

▽
講
師
＝
桑
原

征
平
氏
（
元
関
西
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
・
大
阪
芸
術
大
学
客
員
教

授
）

　
　

教
育
研
究
所�
４
３
―
２
１

１
２

　

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
電

話
で
で
き
ま
す
。
電
話
は
自
動
音

声
案
内
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

案
内
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

面
接
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
税
金
の
納
付
相
談
で

税
務
署
へ
お
越
し
い
た
だ
く
際
に

は
、
事
前
の
予
約
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

　
　

中
津
川
税
務
署�
０
５
７
３

―
６
６
―
１
２
０
２

知
的
障
が
い
が
あ
る
方
の

診
断
と
相
談
を
実
施

申
・
問

国
民
健
康
保
険
料
の
休
日

納
付
相
談

問市
制
５
周
年
記
念

「
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

問税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

問

▲頸部エコー検査の様子
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い
場
合
に
は
、
地
方
税
法
及
び
国

税
徴
収
法
に
よ
り
「
財
産
の
差
し

押
さ
え
」
な
ど
の
、
滞
納
処
分
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
　

税
務
課
収
納
係
（
内
線
５
０

７
、
５
０
８
、
５
０
９
）

　

人
権
擁
護
委
員
を
６
年
に
わ
た

り
勤
た
、
伊
藤
か
づ
ゑ
さ
ん
（
東

野
）
の
退
任
に
当
た
り
、
法
務
大

臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

後
任
に
は
、
岡
本
祥
子
さ
ん

（
東
野
）が
同
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
日
常
の
困
り
ご
と
、
も

め
事
な
ど
お
気
軽
に
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
内
容

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
相
談
日
は
、

本
紙　

日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１５

　
　

総
務
課
行
政
係
（
内
線
３
０

７
）

　

日
本
大
正
村
で
は
、
大
正
百
年

祭
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

「
二
十
四
の
瞳
」の
舞
台
を
上
演
し

ま
す
。

　

出
演
者
は
、
市
内
の
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
の
公
募
に
よ
る
も
の

で
す
。
市
内
の
小
中
学
校
の
児
童

生
徒
や
、
一
般
の
出
演
者
と
ス

タ
ッ
フ
を
合
わ
せ
て
約　

人
が
、

５０

こ
の
数
カ
月
間
、
練
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
明
智
か
え
で
ホ
ー
ル

□
と
き　

８
月　

日�
　

①
午
前

１５

　

時
開
演　

②
午
後
３
時
開
演

１１●
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
と
き　

８
月　

日�
午
後
２
時

１６

開
演

□
入
場
料　

１
０
０
０
円

※
明
智
か
え
で
ホ
ー
ル
①
は
市
内

の
小
中
学
生
は
無
料

□
販
売
所　

大
正
村
役
場
、
明
智

振
興
事
務
所
、
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー　

　
　
�
日
本
大
正
村�
５
４
―
３

９
４
４

　

平
日
に
、
仕
事
な
ど
の
都
合
で

納
税
相
談
に
お
越
し
い
た
だ
け
な

い
方
や
、
理
由
が
あ
っ
て
市
税
を

納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
方

の
た
め
に
、
休
日
納
税
相
談
を
行

い
ま
す
。
納
税
通
知
書
、
ま
た
は

督
促
状
か
催
告
書
と
、
認
印
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
市
税
の
納
付
も
で
き

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
前
９
時

２３

―
午
後
５
時

□
と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
１

階　

税
務
課

※
市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
せ

ず
に
、
納
税
相
談
な
ど
も
行
わ
な

　

市
で
は
、
昨
年
度
の
総
合
計
画

と
行
財
政
改
革
大
綱
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
取
り
組
み
を
振
り
返

り
、
検
証
・
評
価
し
て
、
本
年
度

の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
「
恵
那
市
の

経
営
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

本
書
は
、
総
合
計
画
の　

施
策

３１

と
、
行
財
政
改
革
後
期
行
動
計
画

の　

項
目
の
取
り
組
み
と
達
成
状

７１
況
、
決
算
状
況
の
分
析
を
と
り
ま

と
め
、
そ
の
内
容
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.cit

y.ena.lg.jp/

）
の
ほ
か
、
本
庁
舎
３

階
と
各
振
興
事
務
所
、
市
中
央
図

書
館
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
ご

覧
に
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
希
望
の

方
に
は
、
２
０
０
円
で
販
売
し
ま

す
。

　
　

企
画
課
経
営
管
理
係
（
内
線

３
３
２
）

　：問い合わせ　　：申し込み問 申

大
正
ロ
マ
ン
・
こ
ど
も
劇
場

「
二
十
四
の
瞳
」
の
舞
台

大江戸劇場
描かれた名シーン
７/２３�～８/３０�

　芝居や物語などの、名シーンが描かれた浮世絵を
ご紹介します。

歌川国芳

木曽街道六十九次之内

妻籠 安倍保名・葛葉狐

田中コレクション

８月２日�は市民の日（市民に限り観覧料が無料）
　　中山道広重美術館�２０-０５２２問

問

休
日
納
税
相
談
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

問

▲伊藤さん�と岡本さん�

問

▲司葉子村長に演技指導を受ける子どもら

「
恵
那
市
の
経
営
」
を
発
刊

問

▲今回で３回目の発刊

案
内

13　2009.8.1

　夏本番を迎え、これからますます暑くなってきます

が、こんなときに注意していただきたいのが「熱中症」。

熱中症になってしまうと、場合によっては死に至ること

もある非常に怖いものです。

　まず、その症状ですが、軽度の場合には、めまいや失

神、筋肉痛や筋肉の硬直などがあり、これが進行すると

 嘔  吐 や虚脱感が見られるようになります。さらに悪化す
おう と

ると、意識障害やけいれんを起こし、体温が急激に上が

ります。こうした症状の場合は、熱中症を疑わなければ

いけません。

　もしも近くに、熱中症の疑いがある人が倒れていた

ら、次のような処置をしてください。

　まずは冷却です。風通しの良い日陰や、冷房が効いて

いる室内に、避難させることが重要です。次に、必要な

範囲で衣服を脱がせ、うちわや扇風機、氷などを使って

体温を下げるように努めてください。また、スポーツド

リンクや食塩水などで、水分補給することも重要です。

意識がなかったり、自力で水分を摂取できなかったりし

たときは、緊急に医療機関へ搬送する必要があります。

　しかし、何よりもまず、熱中症にならないことが大切

です。外に出るときは、水分をこまめに取り、帽子や日

傘などを使って、熱中症対策に努めてください。

　　恵那消防署�２６-０１１９、岩村消防署�４３-０１１９、明智

消防署�５５-０１１９、上矢作分署�４７-０１１９

企画展

　現在、医療費と介護サービス費が高額となった場合

は、それぞれに自己負担の一部が支給されています。し

かし世帯に介護保険を受給されている方がいる場合は、

被保険者からの申請に基づいて、世帯単位で 被 用者保険
※

か国民健康保険や後期高齢者医療制度などの医療保険ご

とに、介護保険の自己負担額を合算し、自己負担限度額

（年額）を超える額が支給されます。

　国民健康保険や後期高齢者医療制度では、対象世帯の

方に後日、案内を送付する予定です。

【対象】

　介護保険の受給者がいる世帯で、１年間（８月から翌

年７月までの期間）に掛かった医療費と介護サービス費

の自己負担の合計額が、下の表の額を超える世帯。ただ

し、平成２０年度は昨年４月から本年７月３１日までを期間

とするため、自己負担限度額の年額は（　）内の金額と

なります。

　なお、同じ世帯でも被用者保険や国民健康保険、後期

高齢者医療制度では、それぞれ別計算します。

高額医療・高額介護合算制度のお知らせ

暑い日には「熱中症対策」を

後期高齢者医療制度
＋介護保険

国民健康保険又は
被用者保険

 (世帯内70歳～74歳)
＋介護保険

国民健康保険又は
被用者保険

 (世帯内の70歳未満)
＋介護保険

６７万円（８９万円）６７万円（８９万円）１２６万円（１６８万円）現役並み所得者（上位所得者） 
５６万円（７５万円）５６万円（７５万円）６７万円（８９万円）一　　般
３１万円（４１万円）３１万円（４１万円）

３４万円（４５万円）
 Ⅱ

 低所得者
１９万円（２５万円）１９万円（２５万円） Ⅰ

自己負担限度額（年額）

【手続き】

・国民健康保険や後期高齢者医療制度に加入している方

は、市民課の国民健康保険か後期高齢者医療制度の窓口

で支給申請をしてください。

・被用者保険の方は、高齢福祉課窓口において自己負担

額証明申請をしてください。詳しくは、加入している健

康保険などに、お問い合わせください。

※被用者保険＝健康保険組合、政府管掌健康保険、共済組合など

　　市民課保険係（内線１４６、１４７）、市民課医療給付係

（内線１５０、１５２）、高齢福祉課介護保険係（内線１２３、１２４）
問

問

子ども番組の夏休み特別編成と電子番組表の開始

　えなっコチャンネルでは、８月１日�から３１日�まで

の間、夏休みの特別編成として、午前９時からの子ども

番組の枠を３０分

間に拡大してお

届けします。子

ども番組は昔話

や伝説などを、

アニメーション

で放送しているもので、子どもから大人まで楽しめられ

る内容です。ぜひ、ご覧ください。

　また、８月１日�から地上デジタルテレビのえなっコ

チャンネル（１２チャンネル）で、電子番組表（ Ｅ ＰＧ）
※

をご覧いただけるようになります。

※ＥＰＧ＝テレビの画面に番組表を表示するシステム

　 �アミックスコム�０１２０-９２７-５２８（市外・携帯電話・

ＰＨＳは�０５７３-２０-３２５２）
問


